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甲州市市民との協働に関する指針策定委員会 

第４回委員会  会 議 要 旨 

 
平成２３年２月４日（金）午後７時～午後９時 
市役所本庁舎１階 国際交流市民交流センター 

 
 
○事務局 
寒い中、委員の皆様にはご参加をいただき、ありがとうございます。 
事務局へは、４名の欠席連絡がありました。 
小俣委員、仕事の関係で遅れてまいります。 
 
 
１．委員長あいさつ 
 昨日から、春が来たのかあたたかくなってきました。 
 今回は、これまでに議論していただいた内容を踏まえ、事務局から指針の

たたき台を用意していただきました。それを踏まえ、みなさまのご意見をい

ただき、指針を作っていきたいと思います。 
 本日の午後、山梨県が主催で、市民活動を広げるシンポジウムが甲府市の

ぴゅあ総合であり、私も参加しました。国では、市民活動や NPO に多くの
予算を使って、新しい仕組みづくりをしていこうという大きな流れがありま

す。 
これから協働の考え方が、国づくりの大きな柱になっているといえます。 
 今まで議論していただいた内容が、多くの市民の方に広がり、いろいろな

意見をいただきながら、良い指針になれば良いと思います。 
 
２．議事 
  １）指針素案について 
○委員長 
 まず事務局から、指針の説明をお願いします。 
○事務局 
 先日、素案を送らせていただきました。本文については、会議で読み上げを
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すると時間がかかりますので、その概要版を中心に説明をさせていただきたい

と思います。 
 まずナンバー１の資料について、まえがき、協働のまちづくりの必要性など

前段をまとめさせていただいております。 
 概要の2について、基本的な考え方と方策を載せさせていただいております。 
 ＜概要版の説明＞ 
行政の人間が作っているので、固い印象や冗漫な表現、また新しい言葉があ

りますので、確認をお願いします。 
 
○委員長 
委員の皆さんには、事前に本編について目を通していただいていることと思い

ます。皆さんのご意見をお願いします。 
 
 
○委員 
（１）～（３）については、活動の結果としてまとめている。しかし、内容が

ちょっと重い印象があります。 
そして（４）から肝心の内容になるのですが、そこにたどり着く前に読むのが

疲れてしまいました。 
 
○委員 
全国の資料を読んで、甲州市の事例を入れて、並べていただいたものになり、

良い指針となっていると思います。しかし、私たちが委員会で議論した内容が

反映されているかというと、伝え切れていないと思う。 
これが指針の完成となるのでしょうか。 

 
○委員長 
いえ、まだ指針の完成品というわけではありません。みなさんの意見を反映し

たものを決めていきたいと思います。 
 
○委員 
私の意見は、指針がこれで完成かどうかという議論の前に、しなければならな
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い議論があると感じております。 
例えば、「行政依存による弊害」などという表現について、行政が書きづら

い表現や言い回しがありますが、それもハッキリと書いたほうが良いと思いま

す。 
またそもそも１年間という少ない時間で決めていくのは、難しかったのでは

ないかとも考えております。委員長も繰り返しおっしゃっていましたが、指針

は甲州市のために作っているが議論がまだまだ足りないと思います。 
私個人とすると、このような問題については合併に伴う３市町村の温度差が

あると感じております。これは市職員の中でも存在していると思う。そういっ

た気持ちの差を議論の問題点にして話し合い、解決してから、行政と市民の協

働ができると思います。 
指針策定を通じて、細かいことを決める前に、根本的な姿勢や人間性などの

みなが同じ気持ちになれることができれば、多くの問題が解決すると思います。

しかし、人にはそれぞれのエゴがあり、一緒の考えになるのは難しいですが。 
とにかく、今回の指針はなにを目指しているのかをもう一度考えて行きたい。 

 
○委員 
今の話ですが、指針を作る前の心構えや解決する問題があると思いますが、そ

れは指針のどこに入るとお考えですか？ 
 
○委員 
完全に指針を分析しているわけではありませんが、３の協働の現状と課題の部

分に入るのでは、と考えています。 
 
○委員 
指針の１～３については、あくまでも現状についてまとめたものになります。

しかし、４からはその現状説明を受けて、これからどういう風に作っていくか

を書いてあります。 
そこからが大切だと思います。 
協働について、行政が市民に補助するということではなく、行政ができないこ

とを市民だったらどうすればできるか。また「市民の自覚を求める」という表

現には、ちょっと気がかりになります。 



 - 4 - 

とにかく、自発的な協働を広め、また多くの市民が参加できる協働を作る必要

があります。 
指針の構成を、今までの現状とこれからの活動という区分に分ける必要がある

かもしれない。 
また、協働について具体的にこういう活動を支援するという内容が方針として

挙げられれば、やりやすいと思います。例えば子育て支援など、介護の支援な

どには補助を厚くするという方向性を作れれば、それに即した組織ができると

思います。 
 
○委員 
今の話なんですが、指針を読むと、市にはお金が無いとあります。そこで、各

種団体は各自で考え各自で活動してくれという思いが読み取れます。ただ市民

とすると今まで行政がやっていたことがやらなくなると、行政がやらないのに

しみんがなぜやらなければならないのかという反感が出てしまいます。そこで

批判は出ますが、市の財政について危機感を与えながら、呼びかけていくよう

な指針を作っていくことも必要かもしれない。 
 
○委員 
例えば、道路など新しいものを作るのではなく、今ある道路をどう管理するか

を考える時期なのかと思う。 
 
○委員 
確かに一面として、協働について行政のすべきことを市民団体が下請けしてい

る印象もあると思います。しかし、全国には、富山型という組織形態がありま

す。それは、行政ですと縦割りに事業を進めていますが、富山県の小さな町で

は、まちが小さすぎて、縦割りでは町がまわらないため、小さい子から高齢者

までをひとまとめにして、子育てや介護をみなでする取り組みがあります。 
本日開催された新しい公共についてのセミナーにおいて、山梨県内でも多くの

協働事例が挙がってきております。市民団体が活動することは、行政との役割

を分担して活動する形もあると思います。 
 
○委員長 
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行政の財政状況の危機は、確実にあります。 
しかし、財政難の問題だけでなく、社会の変化に組織や仕組みが追いついてき

ていない場合があると思います。 
たとえば、本日のセミナーにおいて、フードバンク活動を行っている組織が活

躍している話がありました。現在の日本においては、例えばまだ食べることが

できるのに、賞味期限が切れると商品の価値がなくなり、廃棄されてしまう食

品は、みなさんももったいないと考えていると思います。そこで、その食料品

を、生活困窮している人々に提供する仕組みを作った団体がありました。生活

困窮者は、その食料を得ることで、生活が安定し、職を見つけることができた

という良い成果がありました。この活動は、市民から盛り上がってきた活動で

した。 
新しい問題について、行政が全ての問題を解決できるとは思えないし、行政だ

けでなく市民が考えて解決策を思いつくことがあると思います。 
さらに、社会の変化については、そもそも、私たちの家族のあり方が変わって

きてしまっていると思います。家族のあり方の変化は、家庭や地域、職場など

の社会の仕組みが変わってきていることを意識させます。そこで、新しい問題

に対応した新しい組織作りを、行政でなく市民が中心となって作っていく必要

があると思います。 
この指針について、みなさんの言うように行政の視点で書かれているという印

象があります。 
確かに指針の評価として、テーマ型だけはなく、地域型などそれぞれ多様な地

域のあり方にも触れていて、他の市町村の協働の指針と比べても、先進的な指

針になっていると思います。 
以上を踏まえて、私からも提案をさせていただきたいことがあります。 
やはり一番伝えたいことを前面に、先ほども議論された思いについて示すこと

ができれば、良い指針になるのではないでしょうか。 
たたき台と言える行政バージョンの指針はできました。そこから、それについ

て皆さんで議論してもらい、市民バージョンに変えていきましょう。わかりや

すさやみなさんの思いを入れていくことが出来ればいいと思います。 
まえがきや協働の必要性を中心にしたものに変えることが良いでしょう。現状

と課題は後でも良いと思います。 
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○委員 
わかりやすさについては、協働についての説明が必要だと思います。 

 
○委員長 
協働についての説明は大切です。 
しかし、指針の構成としてそこに重みを置く必要は無いと思います。そういう

判断が私たちの指針委員会のらしさとして反映され、指針を変えていくことも

できると思います。 
 
○委員 
市民の一人ひとりが自分たちに言われていると感じる心に突き刺さるような

指針を作りたいと思います。 
 
○委員 
この指針が出来上がった際に、具体的な事例を踏まえた説明を市民や関係者に

する必要があると思います。 
 
○委員長 
最終的に条例を作るということも視野に入れた場合、議員との話し合いが必要

になります。しかし、直接、市民からあがってきた条例なので、市民の代表で

ある議員の対応も共感的なものになると思います。 
 
○委員 
市民個人が変わってきているのか、社会全体が変わってきているのか。その現

状をみなに理解してもらうのは難しいです。 
 
○委員 
みなに理解をしてもらうためには、すべてを公開する必要があると思います。 
 
○委員 
ただ多様な市民の人がいるので、全ての人に全ての資料を提示しても理解でき

るとは限らないと思います。 
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○委員 
行政改革の大綱でパブリックコメントを求めている部分があるので、そこでわ

かってくる状況もあると思います。 
 
○委員 
市民の考えや意識の変化を捉える取り組みとして、勝沼町では、毎年、意向調

査というものがありました。内容は、１０の質問で、５問は同じ質問を出し、

その答えの変化で町民の考え方の変遷を図りました。残りの５問は、毎回新し

い質問をしていました。 
甲州市に合併し、それはどうなってしまったんでしょうか。 
 
○事務局 
現状は、市民全員を対象にした調査はしておりません。統計に基づき、抽出を

行い調査をしております。 
 
○委員 
行政には負担になってきますが、市民の実際の意見を取り込むことが必要にな

ってきている。例えば近所の道路整備についても、税金を納めていれば、行政

が勝手に直してくれる時代ではなく、整備についての意見をちゃんと形にする

ことが必要です。行動を起こしていく市民の自主性が求められてきています。 
 
○委員長 
とりあえず、委員の皆さんの意見を取り入れて指針を作っていきましょう。 
例えば指針の構成について、考えましょう。それは、委員会の中で構成してい

く必要があると思います。 
 
○委員 
今回の議論に基づき、この指針案を全てゼロから作り直す必要は無いと思いま

す。 
 
○委員長 
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基本的なことは、委員が自分たちで書いてみることが良いと思います。前半部

分はまわりくどいので、後でも良いと思います。何をするかが先にあったほう

がよいでしょう。 
それぞれの項目を見ただけで、言いたいことがわかる指針にする必要があると

思います。 
例えば「社会環境の変化」と言っただけではわからないので、項目を見ただけ

でわかるようにする必要があります。「本当の豊かさとは」という項目につい

ても、「本当の豊かさとは、心の豊かさである」と最初にずばりと言えればい

いと思います。 
役所的な言葉もあるので、まえがきを含め、加筆して、手に取った人たちが自

分たちに言っていることだとわかるようにすることです。 
この会議で議論されている内容は大切だと思います。そして、こうあるべきだ

と発言することは、発言に責任を持つことにもつながります。 
 
○委員 
合併はしたが、まだ市民の中でさまざまなすれ違いがあると感じています。そ

の点を触れた指針を作りたいと思います。 
 
○委員長 
早く一本化とか、気持ちを一つにというような言葉をいれるとよいでしょう。 
 
○委員 
４，５章についてまとまっていると思います。３章については、どうでしょう。 

 
○委員長 
３章については、多くの市民や NPO、活動団体、企業が集まって議論をすれ
ば、良い意見が出てくるという例を示しています。課題の解決のための方策や

話し合いの場をどうするのかということがわかりません。 
 
○委員 
その話し合う場がほしいと思っています。 
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○委員 
NPOという言葉や、NPO法人について説明を聞きたいと思います。 

 
○委員 

NPO法人について説明する。 
NPO・・・非営利の活動団体 
NPO 法人・・・非営利の活動団体の中で、公共性が高い活動を行っており、
その団体が事務所のある県に申請を出し、その認証を受けることで、法人格を

持つこととなった団体。 
 
○委員 

NPOとNPO法人の違いについては、法人格があるかないかであります。法人
格がある団体は、信頼性があがります。例えば、NPO 法人の名義で通帳など
を作ることができます。法人格がないとその活動団体の代表者が通帳の名義個

人になってしまいます。しかし、法人格取得に伴い、法人がしなければならな

い事務手続きも増えてきます。 
 
○委員長 
多くの意見を反映した指針にしたいのですが、会議の開催は残り１～２回とな

ります。それまでに指針案を決めなければなりません。また年度内に、市長に

指針案を提出する必要があります。スケジュールを考えると、全員が参加する

会議の前に全くのボランティアですが４～５名程度の小委員会を作り、その小

委員会で指針案を作り、それを全員参加の会議に提示できれば良いと思います。 
誰か小委員会の委員に立候補していただけませんか。 

 
○委員 
野沢、吾妻、中村、塚田、佐野さんなど・・・ 

 
○委員長 
小委員会を開いて、一つの案をまとめてもらって、出すことができれば、良い

と考えています。 
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○委員 
本日はお休みですが、日原委員の参加をいただければ、良いと思います。 

 
○委員長 
野沢、日原、佐野、塚田、吾妻、中村委員を小委員会メンバーにして、よろし

いでしょうか。 
 
○一同 
異議なし。 

 
○事務局 
前書きを中心に皆さんの意見をいただいて小委員会で意見をまとめ、全体会に

提示いたします。委員会とするとあと一回が予算の範囲で、後はボランティア

での参加をお願いしたいと思います。 
それで 1ヵ月後の全体会とすると３月９日（水）に次回の会議を開きたいと思
います。 
続いて、小委員会の開催について、２月１８日（金）にお願いします。 

 
○一同 
お願いいたします。 

 
○委員長 
また皆さん全員についてお願いしたいこととして、わかりやすいサブタイトル

やキャッチフレーズについての 1人１案を出してもらいたいと思います。事務
局まで、ファックス、電話、メールにて 2月 28日までに連絡をください。 
小委員会のメンバーは、免除で良いと思います。 

 
○委員 
市民への周知として DVD映像をつくりますか？ 

 
○委員 

DVD でなくても、多くの人がわかりやすい呼びかけやキャラクターなどでよ
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いと思います。それがきっかけで、興味を持ってくれた人がこの指針を読み込

んでくれるといいと思います。私も参加したい、やってみたいという気持ちに

なるような呼びかけをしていくものを作ることがよいと思います。 
 
○委員長 
本日については、以上になります。 
ありがとうございました。 

 
  ２）その他 
 
○事務局 
２月２６日のフォーラムについて説明。 
それと事後報告になりますが、この委員会も共催とさせていただきました。基

調講演をしていただくセーラさんは、まちづくりについて多くのヒントとなる

講演をしていただけると思います。 
 
○委員 
指針策定委員会は、共催になりますが、どのように参加すればよいのでしょう

か。 
 
○事務局 
フォーラムの周知と、ご都合が合えば、当日来ていただければと思います。 

 
閉会 
 
○副委員長 
長時間にわたりありがとうございます。 
指針策定について大詰めに入りました。小委員会のみなさまにはお忙しいとこ

ろではありますが、この会議で話された内容について文章にしていただくとい

う大役にありますが、よろしくお願いいたします。 
本日の会議は、以上になります。お疲れ様でした。 

 


